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ISO14001のシステムに関わる問題と運用上の問題
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図1 ISO14001取得推移の関係と調査時期



























































































調査対象 :2003年 7月 20日時点で､JABのホー
ムページに掲載されている山口県内の認証取得企
業
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研究 レポー ト 5.環境マネジメントシステム
[16] の再設定 (統合認証)





































































































表 6 行 政
問題 0
運用 レベルで解決可能な問題 9
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中村 修 ･後藤大太郎 ･山口龍虎 ･清水耕平 ･遠藤はる奈
表 10 参考資料と文献の比較
参考資料､既存研究 文 献
1 2 3 4 5 6 7 ① ② ③
Ⅰso規格 6 0000000001
審査登録機関 ll 3 0010001 15 0 00
審査員 0000000000
6 14 0 1
企 業 0000000000
2 6 10 2 5 5 5 4
行 政 0000000000
9
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ⅠSO9000 14 更新審査の審査時期 .審査方法を
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翌 日に繰 り越したり､時間延長になる場合 品製造
3.社団法人中小企業診断協会栃木県支部の調査結果
認証取得または取得後の課題
認証取得後の継続的改善｡
紙 ･ゴミ･電気による資源 ･エネルギーの節減の
限界｡
認将来負担になること｡
設備投資を行 うこと｡
環境システムの主な課題
環境システムをスリム化すること｡
パフォーマンスの改善を着実に推進すること｡
4.社団法人 日本印刷技術協会の調査結果
継続的な運用管理を行 うこと｡
人の意識を継続させていく部分が最大のネックで
ある｡
会社全体のシステムとして ｢経営面｣｢品質面｣｢教
育面｣にリンクできるかということ｡
ISOの規格を使いこなすこと｡
個々の監査員の手腕に監査結果が大きく左右され
る点｡
従業員がISOに真剣に取 り組む仕掛けをつくるこ
と｡
ISOに地道に取 り組むことで会社が少しずつ良く
なっていることを従業員が実感すること｡
内部監査,外部審査を日常のISOの中でのアクセ
ントとしてうまく機能させていくこと｡
経営者の無関心なこと｡
手順書どお りに作業をしていない点｡
5.金子 らの調査結果
経営者がⅠso14001の取得に環境対策以上の意味
を見出していない
中小規模ゆえに資金面に余裕がない
6.社団法人中小企業診断協会島根支部の調査結果
社外にまで広 く活動の場を広げること｡
省エネ､ゴミ等の具体的数値設定の方法｡
今後のスパイラルアップの方策の方法｡
従業員一人一人の意識向上｡
ものづ くりとしての環境経営に徹する｡
企業活動に対する社会責任や企業倫理に対する世
間からの要求にも積極的に対応していく｡
環境 との共存 クリーンな企業
環境 と品質 との統合方法｡
現場での煩わしいオペレーションを簡便化
7.社団法人中小企業診断協会山口県支部の調査結果
認証取得に関する課題
認証取得までの期間をどれ くらいに設定すればよ
いか｡
時間がとれない｡
文書化困難｡
コンサルタン トに求められる課題
コンサルタントの能力不足
ISO9001､ISO14001､ISO19011 といったマネジ
メントシステム規格の意図を十分に理解しないま
まの､コンサルテーション｡
マネジメントシステム規格を実際に適用 ･運用す
るために必要な力量に､コンサルタントが達して
いない場合｡
利害関係者及び組織からの様々な要求に対し､コ
ンサルタントが支援できる力量を組織に提示でき
る仕組みがない｡
運用の課題と対応
内部監査の有用な運用｡
文書の改定や廃止､マニュアル改定などの実務上
の作業｡
定期審査更新審査の対応｡
内部監査員等人材育成｡
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